
平成２７年度 第２回支部記録長会議を開催 

 

  平成２７年９月５日（土）焼津市小川公民館にて、標記会議が開催された。この会議は、県記

録委員会が主催し、県下全２３支部の記録長が一堂に集まり、大会結果や県外派遣の報告、今後の

活動などについて話し合いが行われた。会議に先立ち、県ソ協・中村善治理事長より世界選手権の

動向や公式記録員の育成、コンテスト等に関する話がなされた。 

 

 会議は、県記録委員会の議事録に始まり、午後は公式記録員の育成に関する意見交換に最も長い

時間が費やされた。県記録委員会の芦澤忠委員長は「各支部の記録委員会あっての県記録委員会。

そして、公式記録員の原点は“（スコアカードを）書ける人”。人員の育成や拡大については永遠の

課題だが、今回の意見をもとに県記録委員会や次回の支部記録長会議などでさらに練り上げていき

たい。」と話した。来年度に向け、選手登録などに関するデータ化も進めていきたい考え。

  




